
新型コロナウイルス感染症の克服と社会経済活動の 

再活性化へ向けて（共同宣言）（案） 

                 ～「九州はひとつ」の思いを胸に～ 

 

新型コロナウイルス感染症は、住民の生命・健康に著しく重大な被

害を与え、人や地域との交流を避けなければならない状況を生むなど、

社会経済活動を著しく低下させた。特に経済面では、世界経済が戦後

最大とも言うべき危機に直面しており、九州・山口地域の経済や雇用

についても非常に厳しい状況にある。 

 

これまでの官民を挙げた苦心や努力により、感染拡大は落ち着きつ

つあり、これからは、感染拡大の防止と社会経済活動の再活性化の両

立を視野に入れていかなければならない。 

 

今こそ我々は、「九州はひとつ」の思いを胸に一丸となって、感染拡

大防止を徹底しつつ、社会経済活動のＶ字回復に向けた取組を強力に

推進していく。 

 

以上の決意のもと、我々は次の三点について重点的に取り組むこと

を宣言する。 

 

 

 

１．これまでの苦心や努力を踏まえ、再び感染が起こらないように、

発生しても感染が拡大しないように官民が一体となって感染拡大

防止対策を徹底する 

 

２．国の経済対策を積極的に導入するとともに、九州・山口地域の広

域連携、特に「JEWELS＋」や「Earth 戦略」の取組を更に強化し、

社会経済活動のＶ字回復に取り組む 

 

３．今回の新型コロナウイルスのパンデミックは、世の中のありよう

まで変えていく可能性があり、その変容する社会経済活動に的確

に対応する 
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